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単純挿入法



単純挿入法

• 注目している部分列の先頭要素を，
既に整列された部分列の適切な場所に挿入する．



単純挿入法のアルゴリズム

for 𝑖𝑖 ← 2 to 𝑛𝑛 do
if 𝑎𝑎0, … , 𝑎𝑎𝑖𝑖−1 の中に，𝑎𝑎𝑖𝑖 < 𝑎𝑎𝑗𝑗 となる 𝑎𝑎𝑗𝑗 が存在する then
条件を満たす最初の 𝑎𝑎𝑗𝑗 の直前に 𝑎𝑎𝑖𝑖 を挿入する．

end
end



実行例

a[] = ７，２，３，４，８，１，５，６
a[] = ２，７，３，４，８，１，５，６
a[] = ２，３，７，４，８，１，５，６
a[] = ２，３，４，７，８，１，５，６
a[] = ２，３，４，７，８，１，５，６
a[] = １，２，３，４，７，８，５，６
a[] = １，２，３，４，５，７，８，６
a[] = １，２，３，４，５，６，７，８



単純選択法の計算量

• 比較回数

𝐶𝐶 ≤ 1 + 2 + ⋯+ 𝑛𝑛 − 1 = 𝑂𝑂 𝑛𝑛2

• 挿入回数

𝑁𝑁 ≤ 𝑛𝑛 − 1



基数ソート



基数ソート

• キーが整数のときに利用できる．

• キーの最大桁数を 𝑘𝑘 とする．（最大値が1234のとき，𝑘𝑘 = 4）



基数ソートのアルゴリズム

for 𝑗𝑗 ← 1 to 𝑘𝑘 do
列を下位から第 𝑗𝑗桁目に関して整列する．

ただし，第 𝑗𝑗桁目の値が同じ要素については，

それらの順番が整列の前後で変わらないようにする．

end

安定した整列アルゴリズム



実行例

入力列： １２５，９００，１２３，８００，１４３，７００，６００，５０１

一の桁： ９００，８００，７００，６００，５０１，１２３，１４３，１２５

十の桁： ９００，８００，７００，６００，５０１，１２３，１２５，１４３

百の桁： １２３，１２５，１４３，５０１，６００，７００，８００，９００



バケットソート



バケットソート

• 入力列を 𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘 𝑎𝑎𝑖𝑖 の昇順に整列した列を返す．



バケットソートのアルゴリズム

各 0 ≤ 𝑥𝑥 ≤ 9 について，𝑃𝑃𝑥𝑥 を用意する．

for 𝑖𝑖 ← 1 to 𝑛𝑛 do
𝑦𝑦 ← 𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘 𝑎𝑎𝑖𝑖
𝑎𝑎𝑖𝑖 を 𝑃𝑃𝑦𝑦 の末尾に追加する．

end
𝑃𝑃0 から 𝑃𝑃9 までを連接し，出力する．



実行例 （𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘 𝑎𝑎𝑖𝑖 は一の桁）

入力列： １２５，９００，１２３，８００，１４３，７００，６００，５０１

𝑃𝑃0：
𝑃𝑃1：
𝑃𝑃3：
𝑃𝑃5：

出力列： ９００，８００，７００，６００，５０１，１２３，１４３，１２５

９００，８００，７００，６００

５０１

１２３，１４３

１２５



ソート法まとめ

比較に
よる

時間
計算量

空間
計算量

安定性

単純選択ソート 有 𝑂𝑂 𝑁𝑁2 𝑂𝑂 1 無

単純挿入ソート 有 𝑂𝑂 𝑁𝑁2 𝑂𝑂 1 有

バブルソート 有 𝑂𝑂 𝑁𝑁2 𝑂𝑂 1 有

クイックソート 有 𝑂𝑂 𝑁𝑁log𝑁𝑁 𝑂𝑂 log𝑁𝑁 無

基数ソート 無 𝑂𝑂 𝑁𝑁 𝑂𝑂 𝑁𝑁 有



問題

• 次の配列を単純選択法，単純挿入法，バブルソート，クイックソート
（最初の分割のみ，pivotは任意）で，それぞれ整列しなさい．

８，４，６，５，１，７，２

• 次の配列を基数ソートを用いて，整列しなさい．

８５１，３６７，７８３，４７８，１４３，１１７，１２７，５０９
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